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燃
や
せ
る
ご
み
は
、
中
身

の
見
え
る
半
透
明
の
指
定
ご

み
袋
で
収
集
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
燃
や

せ
る
ご
み
を
出
す
と
き
に
ご

自
分
の
ご
み
の
分
別
が
間
違

っ
て
い
な
い
か
を
再
度
確
認

し
て
い
た
だ
く
た
め
と
、
収

集
す
る
と
き
に
、
分
別
状
況

の
確
認
を
す
る
た
め
で
す
。

ま
た
、
燃
や
せ
る
ご
み
の

指
定
袋
に
は
、
氏
名
の
記
入

欄
を
設
け
、
皆
さ
ん
に
お
名

前
の
記
入
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
ご
自
分
の
出
さ
れ
る

ご
み
に
責
任
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら

お
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
中
、

下
の
写
真
の
よ
う
に
燃
や
せ

る
ご
み
の
中
に
、
カ
ッ
プ
め

ん
の
容
器
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
製
の
緩
衝
材

か
ん
し
ょ
う
ざ
い
な
ど
の
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
テ
ィ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー
の
箱
や
紙
袋
な

ど
の
「
紙
製
容
器
包
装
」
を

入
れ
て
出
さ
れ
て
い
る
も
の

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
燃
や
せ
る
ご
み

の
減
量
化
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
紙
製
容
器
包
装
な
ど
資

源
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た

め
、
ご
み
の
分
別
収
集
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

面
倒
く
さ
い
と
思
わ
ず
に
、

ご
み
の
分
別
収
集
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
お
持
ち

で
す
か
。
お
持
ち
で
な
い
人

は
、
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

ク
リ
ー
ン
課

電
話
０
５
５（
９
４
９
）

６
８
０
５

申
込
み

芸
能
部
門
、
展
示
部
門
と
も
、

七
月
二
十
日
（
水
）
〜
八
月
三
十

一
日
（
水
）
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
所

定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
社
会
教
育
課
ま
た
は
、
文

化
協
会
長
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。用

紙
は
、
社
会
教
育
課
、
市
役

所
各
支
所
、
あ
や
め
会
館
、
韮
山

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
大
仁

市
民
会
館
、ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
、

韮
山
時

代
劇
場

に
あ
り

ま
す
。

問
合
せ

社
会
教
育
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
９

文
化
協
会
長
・
江
間
章
　

電
話
０
５
５（
９
４
９
）２
１
４
３

◆汚泥肥料の無料配布
汚泥を利用してできた汚泥肥料を無料配布します。
◆試食・試飲コーナー
夏野菜（トマト、カボチャ、ナス、ピーマン、キュウ

リ）やオレンジジュースなど新鮮食材をお試しください。
◆無農薬栽培作物の販売
食べて安心！キュウリ、トマト、カボチャ、ナス、ピ

ーマンなどの無農薬野菜を販売します。
◆お楽しみ販売品
ＥＭ関連商品（ＥＭ、専用容器、とうみつ）、かあさ

んのせっけん（廃食油リサイクルせっけん）、ゴキブリ
だんご、干物、昆布、フランクフルトなど。

市
民
文
化
祭
が
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

市
民
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

あ
な
た
も
日
ご
ろ
の
文
化
活
動
の
成
果
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

部門 開催日 会場

芸能部門
１０月１５日（土）・１６日（日） 大仁市民会館

展示部門

１０月１５日（土）・１６日（日） 大仁市民会館

１０月２１日（金）～２３日（日） あやめ会館

１１月１２日（土）・１３日（日） 韮山時代劇場

開
催
日
と
会
場

発
表
内
容

【
芸
能
部
門
】

声
楽
、
器
楽
、
舞
踊
、
体
操
、

伝
統
芸
能
な
ど

【
展
示
部
門
】

工
芸
、
文
芸
、
絵
画
、
写
真
、

伝
統
芸
術
な
ど

第１回

市
民
文
化
祭
参
加
者
募
集

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
再
点
検

【
燃
や
せ
る
ご
み
編
】

ＥＭぼかしを利用してできた生ごみ堆肥を使って栽培
した草花などの見事な作品を皆さんぜひご覧ください。

ＥＭぼかしとは…家庭の厄介者「生ごみ」にふりかける
だけで、悪臭や虫もわかずに良質な発
酵堆肥にしてくれる優れものです。

問合せ クリーン課　電話０５５‐９４９‐６８０５

◎ＥＭぼかしの作り方・使い方教室　
「ＥＭぼかし」の作り方・使い方、失敗

しない方法をお教えします。

◎ＥＭの「はたらき」のお話
悪臭対策・洗浄作用など、様々な効力を

持つＥＭの「はたらき」を紹介します。

◎コンテナガーデニング教室
「寄せ植えセット」をご購入の人は、直接講師のアド

バイスが受けられます。

◎米のとぎ汁発酵液の利用方法
米のとぎ汁にＥＭを混ぜて発酵させた「米のとぎ汁発

酵液」。悪臭対策等の利用方法を紹介します。先着１００
人に無料配布。

◎ 無農薬栽培･土壌診断･ぼかしの使い方相談
無農薬栽培についての相談、土を持参の人には、無料

で土壌診断、失敗しないぼかしの使い方、アドバイスな
ど何でも相談できます。

１１月 ５日（土）・ ６日（日） アクシスかつらぎ

第一部・小中学生による創作能、第二部・一流演者による能・狂言など、
見所いっぱいの狩野川薪能

たきぎのう

。開演まであと１カ月に迫った今回は、気に
なる上演内容をダイジェストでご紹介します。

江間の小四郎（のちの北条義時）が、大池

の大蛇に襲われて命を落とした息子・安千

代丸の敵討ちで、大勢の武士を率いて大蛇

と戦う話です。

前回は、中島の民話「城山の大蛇」の創
作劇でしたが、今回は江間の民話をもとに
した創作能に挑戦します。

第二部①　連調「西王母
せいおうぼ

」※太鼓で小学生が出演
周（中国）の帝の宴で、ある女が桃の枝を持って帝のもとへ現れま
す。帝は、天上の西王母の桃であろうと喜びますが、女は、自分が
西王母の化身でり、桃の実をもって再び訪れると予言して消え去り
ます。 ＜中入＞
人々が管絃を奏して待ち受けていると、侍女を従え

た西王母が光輝く姿で現れ、帝に桃の実を捧げたのち、
優雅に舞いながら天上へと帰って行きます。

第二部②　狂言「墨塗り」

遠国から都にやってきた大名が、なじみになった恋

人に別れを告げに行きます。別れ話に女は涙を流しま

すが、実は茶碗の水で目を濡らしていました。それを

見つけた太郎冠者が、茶碗の水を墨と取り替えて…。

第二部③　能「鞍馬天狗
くらま て ん ぐ

」※子方（牛若）で小学生が出演

鞍馬山の僧と稚児たちの花見に、怪しい山伏が乱入し、僧と稚児

たちは立ち去ります。一人残った稚児・牛若丸が山伏に、一人ぼっ

ちの身の上を語ると、山伏は同情し、自分は鞍馬

山の大天狗であると正体を明かします。

その夜、再び現れた大天狗は、牛若丸に兵法の

奥義を授け、今は不遇でもやがて平家を倒す人物

になると予言して、その日までの守護を約束し、

消え去って行きます。

伊豆の国市誕生記念

狩野川薪能
７月３０日（土）１８：００開演

チケット全席指定３，０００円　問合せ 狩野川薪能実行委員会事務局（大仁観光案内センター）電話０５５８‐７６‐１６３０

アピタ大仁店

城 山

大仁署

国
道
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号

１
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号
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ス

１
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号
バ
イ
パ
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野
川
大
橋

法務局
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大
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駅

会場

至三島

伊
豆
箱
根
鉄
道

至田京駅

（河川敷・Ｐ有）

�
至
下
田

「私たちの舞台を、見に来てください」

参加無料、ハズレ券なし！
豪華景品が当たる大抽選会もあります。

第一部 子ども創作能「江間の小四郎
こ し ろ う

」

※荒天時は、アクシスかつら
ぎが会場です

会場（晴天時）へのアクセス

狩野川城山下
河川敷特設会場
電車…伊豆箱根鉄
道大仁駅下車、タ
クシー５分。徒歩
１５分。
車…アピタ大仁店
を目指し、河川敷
に出る特設順路に
従い、駐車場へ。


